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九州内機能分担の音頭を取り、九州・アジアのハブ機能を有する都市を目指してほしい。 

―― 東京大学大学院情報学環 教授 姜 尚中氏 

 
 

 

中間層が薄くなり、日本経済が収縮した 25 年 

この25年を振り返ると、冷戦の崩壊や平成

への移行以降、世界的にはパワーシフトが起き

ました。特に中国は、天安門事件以降の僅か20

年で大きく近代化しましたね。また、G20に表

されるように、世界におけるプレイヤーが増え

た時代でもありました。 

一方、日本は経済面で収縮の時代を迎え、一

極集中型の国土設計が限界に来ました。国土の

富や資源を東京に集中させ、地方へ再配分する

形に限界が来たということです。当然、地方中

核都市とその周辺でも同じことが言えます。 

日本の経済的収縮、デフレと言い換えて良い

のですが、これには構造的要因があります。即

ち、少子高齢化という人口動態の問題、そして、

世界におけるプレイヤーの増加です。後者は端

的に言えば、中国の安価な製品や労働力が世界

を席巻したということですね。 

こうした変化の下、一般の人々も自己実現型

の価値に生活の重きを置く方向へと価値観が

変わってきました。また、戦後の日本で重要な

ポジションにあった中間層（中流）の層の厚さ

が薄くなってきたこともこの25年の特徴と言

えるでしょう。日本の社会を支え、彼ら自身も

生活に結構満足していた中間大衆の層が崩れ

たわけです。 

こうした社会の変化は、地域の景観も変えま

した。旧市街地が衰退し、郊外に新しい拠点が

現れました。当然、それらは産業構造の変化や

人口動態の変化とも関わっています。 

この25年は、このような凄まじい変化が起

きた25年であったと私は見ています。 

 

複眼的に都市としてのあり方を模索すべき 

そうした状況の中で、福岡市について語ろう

とすると、どうしても九州全体のことを考えざ

るを得ません。つまり、福岡に住む人々は、福

岡のことを考えようとする際、福岡市に止まら

ず九州全体のことを考えなければならない、と

きちんと認識すべきです。福岡市がどうなるか

は、九州がどうなるかということと直接的・間

接的に関わりますから、都市として自己完結的

にこうすればよい、とはならないのです。 

福岡市が九州のハブであることは間違いあ

りませんから、それを踏まえて福岡の景観やア

メニティがどうあるべきかを考えていくこと

は勿論、同時に、九州の中でどんな機能を担っ

ていくかも考えなければならないと思います。
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つまり、複眼的に福岡市のあり方を模索しなけ

ればならない、ということです。 

従来の九州においては、熊本市が行政の出先

の中心として、福岡市が企業の支店の中心とし

てそれぞれ発展してきました。しかし、先程述

べたように一極集中が崩れる中では、出先によ

って栄える姿をどんどん薄めざるを得ません

から、九州の、あるいは東アジアを巻き込んだ

形でのハブ機能を果たせる拠点都市・国際都市

として、福岡市は将来の姿を考えるべきだと思

います。福岡市の人口はまだ増加していますし、

経済のロジックを考えると、私は上手く行けば

200 万人ぐらいの都市になるのではないかと

思っています。このような可能性がある中、福

岡市がどういう機能を発揮する都市になるか

を考えていくかの責任は重大だと思います。 

 

九州・アジアのハブ機能を有する都市へ 

福岡市が名実共に国際都市になっていく上

で、具体的にどういう都市を目指すのかを示す

べきだと思いますが、その際、アムステルダム

が一つの有力な参考例になると思います。 

福岡市が海や川に面して発達してきたのと

同じく、アムステルダムも水運で発展し、オラ

ンダという小国の中でも交通の要衝となって

います。そして、それを生かした国際都市とし

ての機能も有しています。 

福岡市が国際都市を目指す場合、特に東アジ

アからの人の集積・拡散のゲートウェイ機能を

持たざるを得ません。アムステルダムはまさに

そうで、欧州や世界の人が訪れ、オランダ各地

へ拡散していくハブなのです。福岡も、各地か

ら人が訪れ九州各地へ拡散していく陸・海・空

のハブ機能を担っていかなくてはなりません。 

それから、将来的には市場も必要だと考えま

す。東証と大証が統合していく動きもあります

し、国土としてもリニアモーターカーの整備で

東京～名古屋～大阪間はますます一体化し、こ

の圏域約６千万人の人口も一体化していくで

しょう。では、その圏域外の地域はどうする

か？となった時、九州の一番のアドバンテージ

は「アジアに近い」ことですから、(1)市場を

置いて金融のハブを目指す、(2)陸・海・空の

ハブを目指す、(3)都市としてゾーニングされ

た機能の集積を目指す、ということが福岡市の

目指す姿になるのではないかと考えます。 

 

九州内の機能分担を進め役割を果たす 25 年へ 

九州全体の行政機能まで福岡に置いてしま

うと、東京の二の舞になると危惧しています。

福岡への一極集中は、福岡に住む人にとっては

良いように感じるかもしれませんが、九州全体

では弊害が多いはずです。北海道でも札幌への

一極集中が進んだことでの弊害があると、札幌

市長自ら仰っています。ですから、福岡市は交

通、情報、金融、消費の各機能において中心的

役割を果たすよう特化し、行政や文教等の他の

機能は他都市に置く方が、ミニ東京化しないた

めにも良いと考えます。機能を分化し、福岡市

ならではのアドバンテージを生かしていけば、

九州におけるニューヨークのような存在とな

り、重要な役割を果たしていけるのではないで

しょうか。 

ソウル、釜山、大連、上海、香港、台北･･･

と東アジアの主要都市はどこもメガシティで

すが、九州にメガシティはありません。ですか

ら、九州は福岡市をキーステーションとして面

で対応していくべきだと考えますし、その面的

展開を進める中で、福岡市にあるべき都市の機

能や役割を今こそ考え、そして、これからの

25 年でそれを果たしていく義務があると思い

ます。 

以前、福岡への五輪招致活動に携わり、一つ

の問題提起として「将来的には釜山と共同開催

できるくらいの都市になるべき」と提唱したと

ころ、多くの市民の方から「今のままで十分」
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という声を頂いたのですが、本当にそうなので

しょうか？ このままで 10 年後を迎えた時、

十分な状態でいられる保証はありません。です

から、九州に現在ないような機能を果たせる国

際的なハブ都市に成長してほしいし、そうなる

のが福岡市に課せられた義務だと思います。 

 

東アジアの成長を取り込める国際都市へ 

日本の国の形は、廃藩置県や戦後の行政改革

を経て 47 都道府県、そして画一的な霞ヶ関の

官庁で治められる形になりましたが、今、それ

を変えようとする動きが出てきています。先般

の大阪での知事選・市長選の結果もその表れで、

都構想の是非は別としても、「従来の国の形で

はダメだ」という認識を多くの人が抱いている

ということが示されました。 

そうした状況下で、今後、国内のメガロポリ

スの結集が図られるようになるでしょう。言い

換えると、首都圏・中京圏・関西圏は情報や交

通の面において短時間で結びつくようになっ

てきますし、そうしないと生き残れない状況に

なってきます。そうした時に、三大都市圏以外

の地方中核都市はどうするのかが問題です。

TPP 等もあって企業の海外シフトが進むでし

ょうから、従来のように企業誘致で雇用を確保

するのは困難です。 

そう考えると、東アジアのダイナミズムを取

り込むしか道はないでしょう。それを最もやり

易いロケーションにあるのが九州であり福岡

ですから、それを踏まえた国際機能を有する都

市に脱皮してほしいですね。また、市民の意識

もそうした方向へと向かうことが大事です。 

私は、先程述べたアムステルダムやブリュッ

セルのように、国際会議機能を持つことが有効

だと考えます。カジノを福岡、ひいては日本に

置くのには私は反対ですが、置かずとも国際会

議機能をきちんと果たせるようになれば、大変

な経済効果があります。昨年、名古屋で生物多

様性会議が開催された際、宿泊や飲食、交通等

への波及効果は絶大だったと聞きました。国際

都市だからこそできる振興策は、いくらでもあ

るのです。 

 

福岡は九州内機能分担の音頭取りを 

25年後の未来には、日本のナショナルミニ

マム、日本のどこに住んでいても最低限の生活

水準が保障されるという姿は無くなっていく

だろうと私は考えています。更にTPPが導入さ

れれば、はっきりとアメリカ型の社会に変わっ

ていくでしょう。同じアメリカ国民と言っても、

民主党支持層と共和党支持層に分かれて一括

りにできないように、私自身、それを良いとは

思いませんが、日本もこのままだとそうした方

向に向かうでしょう。 

そうなると、地域格差が確実に現れてきます。

九州が発展するには、繰り返しになりますが、

中央からの再配分や行政・企業の出先に頼る姿

から脱却し、例えば福岡がニューヨークのよう

に人的交流・金融・情報・交通の核、熊本がワ

シントンD.C.のように行政や文教の核、鹿児島

がカリフォルニアのようにイノベーションの

核、長崎がエンターテイメントの核･･･と、地

域毎に特化していくべきです。 

福岡以外の九州各地は、福岡があれもこれも

と全ての機能を独り占めすることを恐れてい

ます。ですから「福岡はこの機能を担うから、

それ以外の機能を他地域が担って」と呼びかけ

る音頭取りを福岡市にはやってほしいのです。

一極集中して他地域が萎えれば、巡り巡って福

岡市も萎えることを忘れてはいけません。 

九州のグランドデザインが描かれたら、それ

を踏まえた福岡の都市戦略は、その道のプロフ

ェッショナルに任せるべきです。そして福岡市

長には、福岡市のことだけでなく、ぜひ九州全

体のことを考えてほしいと思います。 

九州はあらゆる面で早く広域化すべきです
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し、地域どうしで足の引っ張り合いをするので

はなく、福岡は福岡の守るべき領分を守りつつ、

他地域が果たすべき機能のサポートもしてほ

しいのです。 

 

九州の可能性を発現させる動きを進めよう 

先程も触れましたが、福岡に金融市場ができ、

それがきちんと運用されるようになれば、かな

り大きなインパクトがあるでしょう。アジアの

中小企業向け証券市場を作るとか、やり方はい

ろいろとあると思いますし、そういうことも考

える時期に福岡は来ていると思います。 

また、福岡の空港と市街地の近接性は、良い

面も悪い面もあると思います。ただ、福岡が成

長していけば、滑走路を増設したとしてもいつ

か限界が来るでしょうし、都市の成長と住民の

安全というのはかなり大きな問題ですから、そ

の時のことも考え始めていいのではないでし

ょうか。 

交通の面で言うと、日韓海峡トンネル構想は、

ドーバー海峡トンネルが開通して、イギリスと

ヨーロッパ大陸の近接性が大きく増したこと

を見ても、21世紀を代表する国家プロジェク

トとして、私は実現すべきだと思っています。 

九州の可能性は一言で言い表せないくらい

に大きいと思いますが、残念ながら「この指と

まれ」と九州の一体化を明確に呼びかける人や

組織が出てこず、なかなかまとまらないように

見えます。ですから、今こそ福岡市に何か動い

てほしいですね。そのためには、福岡の機能的

位置付けを明確にするマニュフェストを早く

示すことが必要で、それは早ければ早いほどい

いでしょう。九州の一体化に向けた政治力が薄

く、もし、それに期待できないのであれば、九

州各地に本当に見識の高い識者がいらっしゃ

いますから、そうした方々を集め「識者会議」

を開き、九州一丸で取り組む「九州10ヵ年プ

ロジェクト」を出せば良いのではないでしょう

か。 

福岡、熊本両政令市の市長はまだまだ若く、

主体的に動くのが難しい面もあるかもしれま

せんが、ぜひ前向きに頑張ってほしいと思って

います。 

インタビュー日：2011/11/28 文責：URC 白浜 
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